住宅改修の事前申請から支給決定までの流れ
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①     被保険者が介護支援専門員 （ 要介護者・ 要支援者 ） 又は地域包括支援センター （ 要支援者 の み ） に相談する 。   ②   施工業者と打合せ、見 積りを行う    














○ 支給限度基準額について

　 居宅介護住宅改修費及び介護予防住宅改修費の支給限度基準額は、次のとおりです。
　・原則：要介護状態区分にかかわらず１人２０万円。支給額は、負担割合に応じ、改修費の７割～９割。
　　　　　限度額までは何度でも住宅改修ができる。（平成12年2月10日厚生省告示第35号）
　・例外：市町村内で転居した場合や要介護状態区分が３段階以上上がった場合（1回のみ適用）は、再度、
支給限度基準額まで受給可能。（平成12年3月8日老企第42号）
○ 対象となる住宅改修について（平成11年3月31日厚生省告示第95号）
　 居宅介護住宅改修費及び介護予防住宅改修費に係る住宅改修の種類は、次のとおりです。
　　① 手すりの取付け
　　② 段差の解消
　　③ 滑りの防止及び移動の円滑化等のための床又は通路面の材料の変更
　　④ 引き戸等への扉の取替え
　　⑤ 洋式便器等への便器の取替え
　　⑥ その他①から⑤の住宅改修に付帯して必要となる住宅改修
注意点

　○ 承認通知書が到着する前に住宅改修を行うと、介護保険から給付費の支給が行われません。必ず、承認通知書の到着を確認後、改修工事に着手してください。
　○ 要介護認定有効期間内に行われた住宅改修が対象ですので、初めて要介護認定を申請される場合や有効期間が終了している場合は、必ず事前に保険者に相談してください。
　○ 介護保険被保険者証に記載された住所での住宅改修が対象となりますので、記載されている住所以外で行った住宅改修は対象となりません。
　○ 居宅（被保険者証の住所）にいないとき（施設入所中（介護保険施設サービス適用中）や病院入院中（医療保険適用中））は、原則、申請できません。退院・退所にあたって、住宅改修を希望される場合は、必ず事前に保険者に相談してください。
　○ 個人の資産形成につながらない比較的小規模な工事が前提です。
　　 また、利用者の心身や住宅の状況等を勘案し、必要と認められる場合に限り支給されるものです。
　　 例えば、古くなった床を新しくするなど、単なる老朽化に伴う住宅改修は認められません。
福岡県介護保険広域連合朝倉支部　総務・給付係（TEL.0946-21-8021）
筑前町福祉課　高齢者福祉係（TEL.0946-24-8763）
東峰村保健福祉課　介護保険係（TEL.0946-74-2311）
　被保険者（利用者）が介護支援専門員（要介護者）又は地域包括支援センター（要支援者）に相談する（不明な点があれば、事前に、朝倉支部まで相談する。）。


　①の関係者と施工業者により打合せを行い、施工業者に見積書を作成してもらう。�りを行う








③　保険者に住宅改修費の「事前申請（承認申請）」を行う。


　　【申請書に添付する書類】


　○ 住宅改修が必要な理由書（原則として介護支援専門員が記入する。福祉住環境コーディネーター


２級以上所持者や理学療法士・作業療法士が記入する場合は、有資格者証の写しを添付。）


　○ 住宅改修に要する費用の見積書（内訳明細書、内訳書）※記載事項を満たしていれば任意様式可。


　○ 住宅改修の改修箇所の状態がわかるもの（写真、施工図、平面図など）


※ 住宅改修工事写真貼付用紙に、改修前の写真を貼付ける（写真には必ず撮影した日付を表示し、改修箇所を赤で明示。日付の表示は、カメラの日付印字機能又は工事用黒板の使用のみ可。）。


　○ 住宅の所有者の承諾書（住宅の所有者が、被保険者（利用者）名義の場合は不要。）


★★申請様式はインターネット（朝倉介護保険事業者協議会）からダウンロードできます★★





④　保険者が、提出された書類等により、保険給付として適正な改修か否かの確認を行う。


段差の解消や床材等の変更など、現状がわかりにくい場合は、保険者が現場確認を行う。








⑤　保険者が審査を行い、被保険者に、承認通知書又は不承認通知書を送付する。





⑥　承認通知書の到着を確認後に着工し、工事完成後、利用者は施工業者に工事代金を支払う。（受領委任払いは負担割合に応じて１割～３割、償還払いは全額を、施工業者に支払う。）





⑦　保険者に住宅改修費の「支給申請」を行う。


　　【申請書に添付する提出書類】


　○ 承認通知書の写し


　○ 住宅改修に要した費用に係る領収証の原本（確認印を押印後コピーし、原本は返却します。）


　○ 住宅改修の完了後の状態がわかる写真（改修前・改修後）


※ 住宅改修工事写真貼付用紙に住宅改修前後の写真を貼付ける（改修箇所ごとの撮影日がわかるもの。日付の表示の取扱いは③と同様。承認申請の際の提出書類に完成後写真の貼付けも可。）。





⑧　保険者が、提出された書類等により、工事が適正に施工されたか否かの確認を行う。


⑨　保険者が審査後、支給が適正と認められた場合は、申請者に支給決定通知書を送付する


とともに、指定口座に振込む（償還払いは、利用者本人に通知し、本人口座に振込む。）。











